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h t t p : / / w w w . o k u n i j i n j a . o r . j p神幸祭の先頭を進む「お先面役」（平成24年4月15日） 

　
当
社
の
春
は
花
で
満
ち
溢
れ
、
特
に
日
本
人
が
好
き
な
桜
は
、
河
津
桜
、
染

井
吉
野
、
枝
垂
れ
桜
、
八
重
桜
等
が
順
次
境
内
で
お
楽
し
み
戴
い
て
お
り
ま

す
。
境
内
に
枝
垂
れ
桜
は
約
三
十
本
あ
り
ま
す
が
、
近
年
成
長
が
著
し
く
順
調

な
の
が
記
念
館
北
側
に
あ
る
「
滝
桜
」
の
子
孫
樹
で
す
。
滝
桜
と
言
え
ば
ご
存

じ
の
福
島
県
・
三
春
の
紅
枝
垂
れ
桜
で
す
。
樹
齢
推
定
千
年
を
越
え
て
い
る
と

い
わ
れ
、
四
方
に
広
げ
た
枝
か
ら
薄
紅
の
花
が
流
れ
落
ち
る
滝
の
よ
う
に
咲
き

匂
う
国
の
天
然
記
念
物
で
す
。
昭
和
六
十
年
頃
に
三
春
町
の
伝
統
あ
る
種
苗
農

家
の
柳
沼
ハ
ナ
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
て
植
樹
し
た
も
の
で
す
。
当
時
は
三
年
間

で
三
十
本
程
植
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
内
の
七
本
が
無
事
に
育
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
昨
年
の
暮
れ
に
門
前
に
奉
納
さ
れ
た
枝
垂
れ
桜
も
新
芽
が
芽
吹

き
ま
し
た
。
専
門
家
に
よ
る
と
四
〜
五
年
程
で
、
か
な
り
観
賞
で
き
る
花
芽
を

持
つ
と
の
こ
と
で
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
将
来
は
信
州
伊
那
谷
に
あ
る
舞
台
桜

や
安
富
桜
の
よ
う
に
呼
称
で
呼
ば
れ
、
歴
史
に
語
ら
れ
る
よ
う
な
名
物
一
本
桜

と
な
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
さ
て
、
四
月
十
四
日
（
土
）
午
後
三
時
、
晴
れ
て
新
東
名
が
開
通
と
な
り
ま

し
た
。
実
施
計
画
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
関
係
者
に
と
っ
て
は
様
々
な
厳
し
い

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
の
竣
功
で
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
顧
み
ま
す
と
、

当
社
の
氏
子
地
区
で
は
家
屋
等
の
移
転
を
さ
れ
た
方
が
多
数
あ
り
ま
し
た
し
、

農
地
、
茶
園
等
が
収
用
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
開
通
し
た
現
在
、
当
社

に
近
い
森
町
P
A
か
ら
周
囲
を
望
む
と
今
ま
で
に
な
い
町
の
景
観
が
あ
り
、
や

は
り
す
ご
い
構
造
物
が
出
来
た
と
実
感
し
ま
す
。
道
は
人
や
物
を
運
ん
で
き
ま

す
が
、
情
報
、
文
化
等
を
も
運
び
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
機
会
に
、
当
社
へ
の
表

参
道
で
は
「
明
神
通
り
振
興
会
」
が
結
成
さ
れ
、
早
速
活
発
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
旧
来
型
の
組
織
と
は
違
い
、
前
例
に
縛
ら
れ
な
い
独
創
性
を
保
ち
、

参
拝
者
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
事
業
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
四
月
上
旬
ま
で
は
肌
寒
い
気
候
で
し
た
が
、
五
月
に
入
り
気
温
が
急
速
に
上

が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
開
園
五
十
二
年
目
を
迎
え
る
花
菖
蒲
園
で
は
、
開
花

が
格
段
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
水
無
月
晦
日
に
は
夏
越
の
大
祓
を
斎
行
い
た
し

ま
す
の
で
、
是
非
皆
様
方
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

初
夏
を
迎
え
て 
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例
祭
の
斎
行 

国指定重要無形民俗文化財・古式舞楽「陵　王」（4月15日） 稚児行列奉仕者の皆様（4月15日） 

森町指定民俗文化財・巫女舞の奉仕（4月15日） 

勅使役・鈴木  覺氏（4月15日） 

宮司以下奉仕者の参進（4月15日） 

神幸祭の神輿渡御（4月15日） 

  
　
四
月
十
四
日
（
土
）
よ
り
十
八
日
（
水
）

に
亘
り
、
例
祭
及
び
諸
祭
典
・
神
賑
行
事

が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
年
の
勅
使
行
列
で
は
、
当
社
崇
敬
奉

賛
会
会
長
で
あ
り
ま
す
、
鈴
覚
㈱
代
表
取

締
役
社
長
の
鈴
木
覺
氏
を
勅
使
役
と
し
て

お
招
き
し
、
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
十
四
日
は
、
午
前
九
時
よ
り
献
詠
祭
、

午
後
二
時
よ
り
氏
子
入
り
奉
告
祭
が
斎
行

さ
れ
、
拝
殿
前
の
舞
殿
で
は
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
十
二
段
舞
楽
が
奉
奏

さ
れ
ま
し
た
。
翌
十
五
日
に
は
、
神
輿
渡

御
や
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
、
神
幸
所
で
は

森
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
巫
女
舞
が

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
で
は
新

茶
の
手
揉
み
の
実
演
・
弓
道
愛
好
家
に
よ

る
大
弓
会
が
催
さ
れ
、
終
日
参
拝
者
に
て

賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
十
七
日
は
前
日
祭
、
ご
縁
日

で
あ
り
ま
す
十
八
日
は
午
前
十
時
よ
り
例

祭
が
斎
行
さ
れ
、
静
岡
県
神
社
庁
長
・
富

知
六
所
浅
間
神
社
宮
司
櫻
井
豊
彦
様
を
始
め
、

日
本
画
家
・
鳥
居
禮
様
な
ど
二
〇
〇
名
を

越
え
る
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
列
を
戴
き
、

厳
粛
且
つ
盛
大
裡
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
と
る 
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（
敬
称
略
） 

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名 

白
幡
　
富
幸                 

大
場
　
　
篤                 

天
野
智
加
志 

小
澤
　
廣
一 

大
場
　
詞
信 

内
藤
　
明
廣 

高
木
　
　
誠 

鈴
木
　
勝
幸 

鶴
見
　
俊
之

小
林
　
　
　 

建
部
　
春
久 

大
場
　
隼
磨 

嶋
田
　
拓
真 

鈴
木
　
　
優 

小
池
　
竜
矢 

村
上
　
　
慎 

村
松
　
徹
也 

菅
沼
　
千
颯 

朝
比
奈
　
斉 

鈴
木
　
勝
浩 

西
尾
　
　
健 

天
野
　
徳
重 

嶋
田
　
秀
邦 

白
幡
磨
佐
彦 

岩
瀬
　
公
紀 

西
尾
　
　
享 

成
瀬
　
満
雅 

佐
野
　
泰
隆 

野
口
　
雅
人 

鈴
木
　
章
夫 

小
川
　
正
恭 

鶴
見
　
和
弘 

塩
澤
太
佳
夫 

鈴
木
　
裕
也 

内
山
　
敬
浩 

村
松
浩
一
郎 

指
南
役           

副
指
南
役

行
　
事

師
　
匠

師
匠
見
習

衣
裳
方

稚
　
児

太
平
楽

色
　
香

安
　
摩

二
の
舞

陵
　
王

納
蘇
利

獅
　
子

平成24年 舞楽人一同（4月14日） 

（
敬
称
略
） 

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞 

    

奉
仕
者
御
芳
名 

㈱
三
愛
工
芸 

㈱
阿
部 

倉
見
建
設
㈱ 

㈱
さ
の
や
会
館 

み
ど
り
写
真
館 

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁 

榛
葉
工
芸 

㈱
小
倉
商
店 

春
日
屋
青
果
店 

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社 

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

　     

エ
ム・エ
ス・
シ
ー 

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社 

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

魚
太 

リ
リ
ー
フ
㈱ 

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス 

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス 

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店 

㈱
三
永 

㈲
久
志
本 

㈲
小
島
屋
松
鶴 

京
都
奉
製
㈱ 

大
石
糀
店 

岡
野
建
設
㈱ 

大
沼
建
設
㈱ 

㈱
長
谷
川
製
作
所 

㈲
政
和
電
気 

盟
和
製
作
所 

㈲
丸
井
紙
店 

茨
城
県 

栃
木
県 

森

町

 

袋
井
市 

森

町

 

森

町

 

島
田
市 

森

町

 

袋
井
市 

磐
田
市 

 

袋
井
市 

兵
庫
県 

東
京
都 

森

町

 

森

町

 

磐
田
市 

森

町

 

福
島
県 

森

町

 

東
京
都 

袋
井
市 

京
都
府 

森

町

 

森

町

 

森

町

 

埼
玉
県 

森

町

 

茨
城
県 

山
梨
県 

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場 

㈱
鈴
木
長
十
商
店 

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

か
ん
な
び 

㈱
久
米
吉 

㈲
太
田
茶
店 

保
食
や 

青
木
恒
産 

デ
ィ
ー
フ
ラ
ッ
ト 

佐
野
鳶
工
業 

山
田
建
設 

木
創
工
房
　
森
童 

㈲
ナ
ガ
タ 

ス
リ
ー
ツ
リ
ー
ズ
ゆ
う
成 

清
水
商
店 

サ
ン
ワ
環
境
整
備
㈱ 

㈱
デ
イ
ト
ナ 

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸 

　
木
建
築 

　
木
工
業 

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院 

㈲
森
町
ゆ
ら
ら 

㈱
ビ
ッ
プ 

㈲
萩
原
造
園 

㈲
タ
カ
ギ
商
会 

鈴
伍
酒
店 

理
容
タ
カ
ギ 

森
の
び
よ
う
し
つ 

一
宮
米
店 

あ
し
か
び 

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱ 

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

一
ノ
宮
郵
便
局 

松
田
歯
科
医
院 

入
鹿
ハ
ム 

㈲
ア
マ
ノ 

㈲
今
泉
土
木 

㈲
大
井
製
作
所 

加
藤
修
土
地
家
屋
調
査
士
・ 

　
　
　 

行
政
書
士
事
務
所 

ユ
ー
シ
ン
㈱ 

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

カ
ル
ト
㈱ 

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド 

亀
山
　
　
男 

共
栄
土
建 

㈱
日
本
温
装
工
業 

㈱
袴
田
製
作
所
森
町
工
場 

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ 

百
々
や 

㈱
ハ
マ
ネ
ツ
森
工
場 

深
井
無
線
工
業
㈱
森
工
場 

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木 

㈲
一
木
機
械
店 

日
本
工
機
㈱ 

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱
静
岡
工
場 

暁
雲
窯 

㈱
ザ
・フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

鈴
木
土
建
㈱ 

菓
匠
　
あ
さ
お
か 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

高
柳
米
穀
店 

旭
自
動
車 

㈲
富
士
鉄
工 

㈲
大
寶
建
設 

松
ヶ
谷
診
療
所 

㈲
渡
辺
防
水
工
事 

㈲
遠
州
ボ
デ
ィ
ー 

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ 

野
口
園 

さ
く
ら
水
道 

鈴
木
農
園 

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築 

あ
さ
ひ
な
㈱ 

㈱
伸
孝 

㈱
ダ
イ
ゴ 

㈲
朝
比
奈
造
園 

㈱
鈴
木
建
装 

㈲
西
尾
工
務
店 

遠
州
中
央
農
協
園
田
支
店 

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場 

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱
静
岡
工
場 

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業 

㈲
北
島
電
気
工
業 

㈲
桜
井
工
業
所 

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー 

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建 

内
山
商
会
山
梨
店 

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室 

た
け
し
の
店 

㈱
太
雄
工
業 

西
村
医
院 

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川 

金
山
化
成
㈱
シ
ズ
オ
カ
工
場 

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場 

㈱
山
本
環
境
整
備 

か
ね
と
よ
㈱ 

㈱
ツ
カ
モ
ト 

㈲
栄
産
業 

杉
本
金
属
工
業
㈱ 

田
中
屋
酒
店 

㈲
金
原
石
油 

㈱
家
本
工
務
店 

家
本
建
機
工
業
㈱ 

鈴
木
美
容
院 

三
幸
産
業
㈱ 

な
か
ね
美
容
室 

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松 

東
京
理
容 

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場 

豊
一
商
店 

㈲
石
田
茶
店 

㈲
鈴
木
次
郎
商
店 

松
浦
製
茶
㈱ 

栗
田
商
店 

長
谷
川
建
具
店 

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン 

 

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

太平楽 

小池　竜矢・村上　　慎 
村松　徹也・菅沼　千颯 

〈右から〉 
稚児舞 

建部　春久・大場　隼磨 
嶋田　拓真・鈴木　　優 

〈右から〉 
巫女舞 

大場　千結・山下穂野花 
小川　紗椰・山下　実華 

〈左から〉 



  
　
四
月
二
十
四
日
（
火
）
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
献
茶
祭
は
、
小
國
神
社
献
茶
会
が
茶

業
の
振
興
を
祈
り
、
神
饌
（
お
供
え
物
）
と

し
て
お
茶
を
献
上
す
る
祭
典
で
毎
年
四
月
下

旬
に
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
森
町
茶
商
組

合
組
合
長
・
献
茶
会
会
長
鈴
木
康
之
様
を
始

め
森
町
長
村
松
藤
雄
様
ま
た
、
大
勢
の
茶
業

関
係
の
皆
様
が
ご
参
列
さ
れ
る
中
、
黄
檗
弘

風
流
中
山
弘
薫
様
・
紋
谷
弘
光
様
の
お
手
前

に
よ
り
点
て
ら
れ
た
煎
茶
が
ご
神
前
に
献
じ

ら
れ
祭
典
は
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
献
茶
会
で
は
毎
月
一
日
の
当
社
月
次

祭
に
お
茶
を
神
饌
と
し
て
献
上
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

  

　
二
月
二
十
五
日
（
土
）・
二
十
六
日
（
日
）

の
二
日
間
に
亘
り
全
国
の
芸
能
が
一
堂
に
集

ま
り
、
地
域
伝
統
芸
能
等
の
再
認
識
・
保
存

活
用
・
地
域
の
活
性
化
を
図
る
「
地
域
伝
統

芸
能
ま
つ
り
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
当
社
の
古
式
舞
楽
保
存
会
が
出

演
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
保
存
会
は
第
二
日

目
の
出
演
と
な
り
、
「
太
平
楽
」
・
「
陵
王
」
・

「
抜
頭
」
及
び
「
ザ
ッ
ト
ラ
ボ
ウ
（
座
頭
の

坊
）
」
の
演
目
を
解
説
を
交
え
な
が
ら
実
演

い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
十
二
回
目
を

迎
え
静
岡
県
と
し
て
は
初
め
て
の
出
演
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
縁（
え
ん
）」

と
謳
わ
れ
、
地
域
伝
統
芸
能
等
を
通
じ
全
国

各
地
の
方
た
ち
が
大
き
な
絆
で
結
ば
れ
、
有

意
義
な
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

  

　
五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
に
当
社
で

命
名
を
い
た
し
ま
し
た
お
子
様
に
参
列
い
た

だ
き
端
午
祭
を
斎
行
し
、
お
子
様
の
無
事
な

成
長
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
、

境
内
で
育
て
た
菖
蒲
と
よ
も
ぎ
、
柏
餅
等
を

授
与
い
た
し
ま
し
た
。 

　
昔
か
ら
、
菖
蒲
と
よ
も
ぎ
は
こ
の
時
期
の

祓
具
と
さ
れ
、
ち
ま
き
や
柏
餅
を
食
べ
、
菖

蒲
湯
に
入
り
邪
気
を
祓
い
病
気
や
災
厄
を
避

け
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
菖
蒲
は
漢
字
で
尚
武
に
通
じ
る
こ

と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
男
の
子
の
武
勇
を
祝

う
日
と
な
り
、
滝
昇
り
の
鯉
に
た
と
え
立
身

出
世
を
祈
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

　
五
月
六
日
（
日
）
午
前
十
一
時
、
穏
や
か

な
気
候
の
中
、
本
宮
山
の
頂
上
に
鎮
座
し
ま

す
奥
磐
戸
神
社
に
て
、
本
宮
山
青
葉
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
祭
典
で
は
六
十
名

余
り
の
登
拝
者
に
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
甘

い
香
り
漂
う
黒
文
字
の
若
木
で
飾
ら
れ
た
御

本
殿
に
玉
串
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
祭
典
後
、

庁
屋
に
て
鈴
木
三
千
雄
責
任
役
員
の
乾
杯
に

よ
り
、
古
式
神
酒
の
ど
ぶ
ろ
く
と
鰹
の
刺
身

な
ど
に
て
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
葉
に

包
ま
れ
た
本
宮
山
に
て
、
こ
の
時
期
な
ら
で

は
の
新
緑
の
景
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

煎茶道黄檗弘風流　中山弘薫先生（左）・紋谷弘光先生（右） 

出演後に女優・竹下景子さんからインタビュー（2月26日） 

端午祭にて菖蒲の授与（5月5日） 

本宮山青葉祭ご参列の皆様（5月6日） 

お
う
ば
く
こ
う 

ふ
う
り
ゅ
う 

こ
う
く
ん 

こ
う
こ
う 

おうばくこうふうりゅう こうくん こうこう 

献
茶
祭
の
斎
行 

舞
楽
保
存
会「
第
十
二
回
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」に
出
演 

端
午
祭
の
斎
行 

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行 

平成24年6月1日 第35号 玉 垂  

4



　
復
興
の
願
い
を
込
め
た
「
漢
字
一
文
字
」

の
書
に
て
作
ら
れ
た
三
万
点
余
り
の
「
行
灯
」

は
、
四
月
に
石
巻
市
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

（
右
　
杭
迫
柏
樹
先
生
書
の
行
灯
） 

  

　
四
月
十
四
日
に
新
東
名
が
開
通
し
、
森
掛

川
イ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
大
勢
の
方
た
ち
が

森
町
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
期
待
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
年
後
に
は

当
社
に
程
近
い
森
町
パ
ー
キ
ン
グ
に
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
開

通
を
記
念
し
、
当
社
よ
り
南
に
下
っ
た
交
差

点
（
谷
崎
交
差
点
）
を
起
点
と
し
第
一
鳥
居

ま
で
の
参
道
を
、
古
く
は
当
社
の
御
祭
神
が

「
小
國
大
明
神
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
明
神
通
り
」
と
名
付
け
、
こ
の
通
り
に
店

舗
を
構
え
る
方
々
が
地
域
の
興
隆
を
図
る
た

め
「
明
神
通
り
振
興
会
」
を
結
成
い
た
し
ま

し
た
。
　 

　
新
東
名
の
開
通
に
合
わ
せ
、
案
内
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
な
ど
会
員
が
協
力
し
つ
つ
、
各

店
舗
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
で
参
拝

者
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
神

社
門
前
と
し
て
の
風
格
を
さ
ら
に
高
め
、
会

員
の
拡
充
を
図
り
、
地
域
及
び
森
町
全
体
の

発
展
に
寄
与
す
る
べ
く
充
実
し
た
活
動
の
展

開
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

参道脇にある「矢場の安土」 

ー
矢
場
ー

や
　
　
ば

新東名・遠州森町パーキングエリア（上り線） 明神通りのパンフレット 

周智支部神社関係者大会にて 
國學院大學大原康男教授の講演（3月7日） 

あ
ん
ど
ん 

   

　
矢
場
と
は
、
弓
術
の
練
習
場
を
意
味
し
、

弓
場
（
ゆ
ば
）
的
場
（
ま
と
ば
）
と
も
言
わ

れ
、
弓
道
場
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。 

　
現
在
の
安
土
（
弓
を
射
る
際
に
的
を
掛
け

る
場
所
）
は
、
射
場
の
間
口
に
合
わ
せ
、
的

を
幾
つ
も
掛
け
ら
れ
る
よ
う
横
長
に
作
ら
れ

屋
根
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
般
的
で

す
が
、
当
社
の
矢
場
は
土
や
砂
を
山
形
に
盛

っ
て
築
く
、
古
い
形
態
の
安
土
に
て
作
ら
れ

て
お
り
、
文
化
財
的
価
値
が
あ
る
も
の
と
言

え
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
社
は
毎
年
一
月
十
七
日
に
御
弓

始
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
ず
、
八
王
子

社
の
神
事
は
、
神
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
的
を

宮
司
が
二
手
半
（
五
本
）
射
り
ま
す
。
そ
の

後
、
本
社
に
て
御
弓
始
祭
を
執
り
行
い
、
舞

殿
東
側
の
射
場
に
て
奉
射
神
事
を
行
い
ま
す
。

地
射
手
は
、
太
郎
・
二
郎
・
三
郎
二
名
の
四

名
に
て
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
日
置
流
の
流

儀
に
て
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
矢
場
に
て
県

内
外
よ
り
集
ま

っ
た
弓
道
愛
好

家
の
皆
様
に
よ

り
競
射
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の

競
射
に
て
見
事
、

金
的
に
的
中
さ

れ
た
方
は
、
神

前
に
報
告
し
金

的
的
中
額
を
奉

納
し
て
い
ま
す
。 

へ
　
き 

あ

づ
ち 

明
神
通
り
振
興
会
の
結
成 
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門
前
の
「
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
」
の
西
側

に
あ
る
一
宮
花
菖
蒲
園
で
は
、
花
菖
蒲
の
新

芽
が
次
々
と
伸
び
て
い
ま
す
。
昨
年
に
比
べ

全
体
的
に
成
長
が
順
調
で
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
土
壌
改
良
の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
当
園
で
は
、
早
生
・
中
・
遅
咲
き
と
開
花

時
期
が
あ
る
一
三
〇
種
類
の
花
々
が
六
月
下

旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
六
月
三
日
（
日
）
に
は
「
一
宮
　

花
菖
蒲
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ご

観
賞
に
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

花
菖
蒲
の
開
花 

新
責
任
役
員
・
総
代
紹
介 

夏越の大祓式「茅の輪神事」（平成23年6月30日） 

一宮花菖蒲園内のあじさい（平成23年6月17日） 

周智茶手もみ保存会による新茶手もみの実演（4月15日） 鎮守の森コンサート「琉舞と歌・三線」（照屋倫子氏）（3月21日） 

一宮花菖蒲園にて花菖蒲の開花（平成23年6月7日） 

  

　
六
月
三
十
日
（
土
）
午
後
三
時
よ
り
夏
越

の
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
大
祓
と
は
、

日
常
生
活
の
中
で
無
意
識
の
う
ち
に
、
心
や

体
に
つ
い
た
罪
や
け
が
れ
を
、
身
代
わ
り
と

な
る
人
形
（
形
代
）
に
移
し
、
川
に
流
し
て

祓
い
清
め
る
神
事
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
特

に
夏
越
の
大
祓
で
は
、
梅
雨
の
時
期
に
多
い

流
行
病
や
疫
病
に
か
か
る
こ
と
な
く
、
暑
い

夏
を
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
、

茅
の
輪
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
当
日
は
神
職
と
と
も
に
お
祓
い
を
お
受
け

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
家
族
の

皆
様
お
揃
い
で
お
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
儀
課
大
祓
係 

夏
越
の
大
祓
式 

ひ
と 

が
た 

な
　
ご
し 

さんしん 

責
任
役
員
　
　
　
　

　
　
　
鈴
木
三
千
雄 

　
　
　
小
國
　
重
幸 

　
　
　
岩
瀬
　
静
夫 

　
　
　
松
井
　
宏
悦 

　
　
　
鈴
木
　
政
春 

　
　
　
亀
山
　
　
男 

総
　
　
代
　
　
　
　

会 

長
　
松
井
　
宏
悦 

副
会
長
　
鈴
木
　
政
春 

　
　
　
山
田
　
　
實 

　
　
　
内
山
　
博
文 

　
　
　
佐
竹
　
篤
郎 

　
　
　
鈴
木
太
加
二 

　
　
　
乗
松
　
正
勝 

　
　
　
多
米
　
鋼
市 

　
　
　
中
村
　
多
宏 

　
　
　
山
本
　
雅
之 

　
　
　
松
下
　
元
之 

　
　
　
市
川
　
　
寿

　
　
　
亀
山
　
　
男 

　
　
　
鈴
木
　
　
隆 

　
　
　
鈴
木
孝
三
郎 

　
　
　
山
田
　
俊
雄 

　
　
　
高
木
　
康
夫 

　
　
　
菅
沼
　
壽
雄 

　
　
　
高
柳
　
節
義 

　
　
　
北
島
　
廣
保 

　
　
　
新
貝
　
五
郎 

　
　
　
鈴
木
　
保
雄 

　
　
　
藤
田
　
敏
郎 

　
　
　
村
松
　
博
之 

　
　
　
鈴
木
　
征
夫 

　
　
　
山
本
　
啓
仁 

　
　
　
山
下
　
柳
二 

　
　
　
家
本
　
　
貢 

　
　
　
竹
内
　
利
眞 

 

（
任
期
　
平
成
二
十
四
年
四
月
〜
二
十
八
年
三
月
） 



　
平
成
十
九
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
民
俗

芸
能
・
民
俗
行
事
公
開
大
会
で
は
、
森
町
立

旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
十
二
名
が
「
お
田

植
え
」
の
奉
仕
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
神
社
検
定
参
級
認
定
に
向
け
て
、
神
道
・

神
社
の
基
礎
知
識
を
深
め
る
対
策
講
座
に

は
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 
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宮代神饌田「お田植え」の奉仕（平成23年6月5日） 

神社検定事前対策講座の実施（5月13日） 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日 

　
〜
平
成
二
十
四
年
四
月
三
十
日 

鈴
木
　
瑛
大
　
袋
井
市 

村
松
麗
央
南
　
掛
川
市 

川
上
　
誠
司
　
袋
井
市 

杉
本
　
紗
希
　
磐
田
市 

鈴
木
　
優
李
　
磐
田
市 

中
山
　
　
暖
　
浜
松
市 

戸
塚
　
祐
斗
　
掛
川
市 

丹
羽
　
奏
太
　
袋
井
市 

石
山
修
太
郎
　
掛
川
市 

三
室
　
和
輝
　
浜
松
市 

池
谷
　
翠
桜
　
浜
松
市 

宮
城
　
　
愛
　
磐
田
市 

伊
藤
　
　
翼
　
浜
松
市 

御
室
　
友
萌
　
袋
井
市 

安
藤
　
　
陸
　
森
　
町 

兼
橋
　
佑
多
　
島
田
市 

森
越
　
葵
子
　
袋
井
市 

松
浦
　
佑
成
　
袋
井
市 

久
保
田
　
藍
　
焼
津
市

　
橋
　
詩
織
　
吉
田
町 

下
畑
　
寿
莉
　
袋
井
市 

千
葉
　
大
輝
　
横
浜
市 

大
場
　
悠
矢
　
浜
松
市    

河
原
　
琉
成
　
菊
川
市 

山
下
　
聡
仁
　
つ
く
ば
市 

鈴
木
　
伶
奈
　
袋
井
市 

池
田
　
佳
樹
　
袋
井
市 

藤
田
　
倖
芽
　
浜
松
市       

小
倉
　
暖
矢
　
森
　
町    

秋
元
　
颯
介
　
袋
井
市 

坂
井
佑
衣
菜
　
袋
井
市 

太
田
　
陸
斗
　
浜
松
市 

齋
藤
　
心
煌
　
浜
松
市 

井
上
　
　
元
　
浜
松
市 

鈴
木
　
奏
良
　
掛
川
市  

　
柳
　
吏
玖
　
袋
井
市 

中
山
　
凛
音
　
袋
井
市 

河
野
　
　
獅
　
菊
川
市 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

三
十
一
日 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
二
日 

二
十
五
日 

二
十
五
日 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

甲
子
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

二

日

 

六

日

 

十
八
日 

三
十
一
日 

三
十
一
日 

 

月
次
祭 

甲
子
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

境
内
地
譲
渡
記
念
祭 

愛
宕
神
社
例
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

一

日

 

六

日

 

十
五
日 

十
八
日 

十
八
日 

十
八
日 

二
十
三
日 

二
十
五
日 

三
十
一
日 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

鎮
火
祭 

月
次
祭 

滝
宮
社
例
祭 

初
穂
献
納
祭 

天
長
祭 

煤
払
祭 

大
祓
式
・
除
夜
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
後
三
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
一
時
） 

（
午
後
三
時
） 

六

日

 

十
七
日 

十
八
日 

十
八
日 

三
十
日 

白
鬚
神
社
例
祭 

神
嘗
奉
祝
祭
・
神
嘗
祭
遙
拝
式 

月
次
祭 

福
神
像
頒
布
式 

甲
子
祭 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 
三

日
 

六

日
 

七

日

 

十
五
日 

十
八
日 

十
九
日 

二
十
一
日 

二
十
三
日 

 

二
十
四
日 

二
十
五
日 

月
次
祭 

明
治
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

山
神
社
例
祭 

七
五
三
祝
祭 

月
次
祭
・
稲
祭 

疫
神
齋 

地
鎮
祭 

新
嘗
祭 

奉
納
農
産
物
品
評
会 

紅
葉
祭
・
山
芋
賞
味
会 

も
み
じ
ま
つ
り 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
） 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

御
柱
祭 

敬
老
祭
安
心
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

一

日

 

六

日

 月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 
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平
成
二
十
四
年
六
月
一
日 

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
三
十
五
号 

題
字
揮
毫
　
神
社
本
廳
元
総
長
　
工
藤
　
伊
豆 

発
　
行

 
 

小
國
神
社
社
務
所 

郵
便
番
号
　
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

住
　
所
　  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

電
話
番
号
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七 

印
　
刷
　   

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー 

「
小
國
の
杜
・
点
描
」 

境内のみやまつつじ（4月17日） 

勅使行列の子供たるみこし 
（谷崎地区子供会）（4月15日） 

斎館北の枝垂れ桜（4月17日） 

大宝殿のしゃくなげ（4月17日） 八重桜と新緑（4月25日） 

宮川沿のやまぶき（4月17日） 

表
紙
写
真
に
つ
い
て 

編

集

後

記

 

　
平
成
二
十
四
年
四
月
十
五
日（
日
）午
後
二
時
三
十

分
、
神
輿
渡
御
行
列
の
先
導
を
ご
奉
仕
す
る
「
お
先

面
役
」
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。
代
々
の
菅
沼
家
に

て
継
承
さ
れ
、
親
子
に
て
大
榊
を
も
っ
て
祓
い
清
め

ま
す
。 

○
『
玉
垂
』
三
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

　
例
祭
関
連
を
主
に
ご
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

四
月
十
四
日
午
後
三
時
に
新
東
名
が
開
通
と
な
り
、

翌
日
か
ら
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
輌
が
参
拝
者
駐

車
場
に
目
立
つ
様
に
な
り
ま
し
た
。
時
季
折
々
の

自
然
を
満
喫
し
て
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

○
本
年
は
日
本
最
古
の
歴
史
書
で
あ
る
『
古
事
記
』

が
編
纂
さ
れ
て
か
ら
一
三
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。

先
日
、
欧
州
の
チ
ェ
コ
で
は
『
古
事
記
』
の
チ
ェ

コ
訳
が
出
版
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
是
非
、
こ
の
機

会
に
読
み
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 


